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示 性 分 析 に 依 る セ ル ロ { ズ の 定 量
土家
島
寛
The Determination of C elIulose in Coals. CRationaI Analysis) 
Hirosi TUKASIMA 
At the rational analysis of ceIlulose in coals， n:ost suitable addition amount of 72 % H ， 
SO"，  for hydrolysis of the ceIlulose， was determined. The experimentaI results have shown 
that for 0 . 5gr. of sampk， artificial coalification products of Uodu Submerged Forest Wood， 
13�15 c .c . of H 2SO"， is necessary. 
緒 言
著者 は 魚津埋没林 の 埋没材を 用 い て 石炭化過程 に 関す る 研 究 を 行 っ て い る が 特 に其 の 際 セ ノレ ロ ー
ズ の 正確 な る 定量 を 行 う 必要が あ り 本研 究 を 行 っ た 。
亜炭石炭 等 の示性分析 に於 い て 従来一般 に 用 い ら れ て い る の は Fischer 及 び 賀 回 氏 の 方 法 で 何 れ
も 抽 出 成 分 を 除 去 し た 試料 に 酸 を 加 え て セ ノレ ロ ー ズ を 加 水 分解除 去 し ， 其 の 減量 を 以 て セ }LA ロ ー ズ
の 量 と し て い る が 其 の 際 に ， 添加 さ れ る 硫酸 の 量 は 賀 田 氏 に 依 れ ば 誠料 3g. に 72 %H2SO<l15C c . と
報 じ て い る が ， 此れ で は 余 り 少 く 試料金体 が 団 子 の 様 に な り 加水分解が 円 滑 に 進 ま な い 様 に 考 え ら
れ る 。 又 同 氏 に 依 れ ば 試料 の10倍 量 と 云 っ て い る 。 叉 木材 中 の リ グ ニ ン 定 量 の 際 の セ ノレ ロ ー ズ の 除
去 に 添加 さ れ る 硫酸 の 量 は 種 々 報 ぜ ら れ右 田 氏 は 1 �2g に対 し72 %H2SO<l40c.c . 加 え て い る 。 依っ
て 著者 は セ ル ロ ー ズ の 定 量 に 要 す る 硫酸 の最 適 量 を 求 め る 為 め に本研 究 を 行 っ た 。
勿論 セ ノレ ロ ー ズ の 加水 分解 の 反 応 温 度 ， 時 間 は定量値 に影 響 を 与 え る 様 に 考 え ら れ る が (木材 分
析 の場 合 は 種 々 報 じ ら れ て い る 〕 賀 田 氏 の 方 法 に 準拠 し て 本研究 で は 室温 (約 200 C ) で 反 応 (放
置〉 時 間 は12時 間 と し て 行 っ た O
実験結果及び考察
誠料 は 魚津埋没林 の 埋没杉材 を Bεrgins 法 で 人 造石炭化 し た も の を 用 い た 。 其れ は 2000 C で 8h1'.
炭化 し た も の と ， 24hr. 炭化 し た も の 2 種 で 原 埋没材 の 組成 は 表 - 1 に 示 し ， 炭化 し て 得 た 2 種 の生
成物 AC8hr.) BC24hr.) の 元素分析， 工 業 分析， 示性 分析 は 其 々 表 - 2 ， 表- 3 ， 表 - 4 ， に示 し
た 。 示性分析 結果 は ， セ ノレ ロ ー ズ に対 す る 硫酸 の最 適量 を 用 い て 行 っ た結果 で あ る 。
表- 1 埋 没 杉 材 の 組 成 C % )
手丑 成
水 7)' 16 . 3  全 セ ル ロ ー ズ 48 .5 
灰 分 0 .78 出 セ ル ロ ー ズ 30 . 3  
i令 水 抽 出 分 1 . 4  β セ ル ロ ー ズ 9 . 4  
1品 水 tJh 出 分 2 .9 T セ ル ロ ー ズ 8 .8 
ア ル カ リ 抗 出分 13 .9 リ ク事 』ー て/ 35 .8  
ベ ン ゼ ン ! 粗 白ア ル コ ー ル抽 出分 2 . 8 蛋 0 .83 
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表- 2 元 京 分 析 結 果 ( % )
炭 素 分 | 水 素 分 | 殴 素 分 | 窒 素 分 | 灰 分
[ A 1  59 . 7o 1 6 16 1 33 : 86 1 o し 0 . 17
B 65 ・ 15 5 . 85 28 . 7 1 0 . 12 0 . 17 
表 - 3 T 業 分 析 _L1� C % )  
(イ 土土一 一ナ干- f料
上JJ| 44 95 1 0 13 44 . 26 10 . 66 1 0 . 24 | 
B 1 43 .89 1 0 . 23 45 . 02 1 10 . 86 1 0 . 24 
表- 4 示 性 分 析 結 呆 C % )
1-- 1 水 分 堅二 ?lLL22!唖�:�.;(I. 7三三平J�竺_1士� I
J竺L十一O=--.� ._�?�J_ーベ
土L竺69 壬�7_j___ �土上 竺� �_I ___�.!!_lゴ竺一一| 二 l
うも
f A 
2 31;:  B 
1 22 X 
2 1  
此 の 試料 O . 5g に 対 し て 72 % H 2 S045 . 0c.c.�22 . 5Cι を 加 え て 時 々 撹持 し な が ら 12時間室温 〔約
200 C ) に 放 医 し た後 ， 水 を 加 え 約 500c.c . に 稀釈 し 殆 ど 沸騰 迄 加 熱 し て 放冷後 ， ク ラ ス ブ イ ノレ タ ー
に て 櫨過 し 残f査 を 定 量 し て ， 溶解除去 さ れ た 量 を 求 め た O 其 の結 束 は 図 1 に 示 し た 。
比 れ よ り 試料 A ， 試ポI 1ヨ で セ ノレ ロ ー ズ の 量; は 異 る が 硫 般
の 必要 量 は 1 3 . 0�15 . Oc.c . 前後 で あ る こ と 及 び其 れ 以 上 加 え
て も セ ノレ ロ ー ズ の 分析 値 に は 治 ど 影 響が な い こ と が 明 ら か で、
あ る 。 結果 と し て 72 % H2S04 の最 適 量 は 試料 O . 5g に 対 し
て 13 . 0�15 . 0c.c . で あ る 引 を 知 っ た 。
総 括
図- 1
石炭 類 の 示性分析 に 於 い て セ ノレ ロ ー ズ 定 量 の 際 の 硫 酸 の 添
加 量 を 変 え た 湯 合， セ ノレ ロ ー ズ の 分 析 値 が ど の 様 に な る か ，
又 段 通量 は 幾 c.c . か を 調 べ ， 埋没材を石炭化 し て 得 た 試料 0
. 5g に 士、l し て は 72 % H 2 S04 1 3 . 0�15 . 0  cc が 最 も 過 当 で 其
れ 以下 で は 分析値 は 少 く 表 れ又 其 れ 以 上 JJI I え て も 分析 値 に は
殆 ど 変化 が 11引 、 事 を う、:LI っ た 。 此せ: の 結果 は 木 村 分析 の リ グ ニ
一量一一一 一 H
ン 定 量 の 際 の セ ノレ ロ ー ズ の 硫般 に 依 る 除 去 に も 同 様 の 事 が 考
え ら れ る 。 文 試 料 に 硫 酸 添 加 後 の 加 水分解JEll 度 ， I時 間 に 就 い て も 研 究 を 行 う 考 で あ る 。
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